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マニラ日本人会 2018年 11月理事会議事録 

 

日  時：2018年 11月 27日（火） 12時～ 

場  所：日本人会 22階 Ａ会議室 

出 席 者：清水光彦 (会長)、鈴木 知（副会長）、位田浩和(副会

長)、森山倫行（財務理事）、細谷明宏 (総務理事)、 

家田昌彦（監事)、野崎栄徳、辻 一典、小島大助、 

中川一也、餅原 力（以上各理事）、上杉啓明、岡村博

司、高橋昌幸、坂倉一郎、岡川知行 （以上各推薦理事） 

オブザーバー： 

＜在比日本国大使館＞ 桑原公使兼総領事、河内参事官 

 

 

冒頭、本日が最初の理事会出席となる岡川推薦理事より挨拶があ

った。 

                      

議 事 

I.協議事項 

１．10月理事会の議事録について 

異議なく承認された。 

 

２．推薦理事人事について 

清水会長より、藤田弘通氏の今年度の新任推薦理事としての人事

が諮られ、理事会は異議なく了承した。 

 

３．11月新入・退会会員について 

事務局から以下のとおり報告があり、異議なく承認された。 
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＊新入法人会員（1件） 

OTSUKA-SOLAR Philippines Incorporated.   （小山田幸平） 

 

＊新入個人会員(10件) 

五十嵐英晴（JICA）、小林純之助（ADB）、古久保武紀（Tiger 

Resorts,Leisure & Entertainment）、磯本昌章、加納裕二（World 

Bank Group, IFC）、河合正人（Idemits Lubricants Philippines 

Inc.）、菊地武夫（Kinergy Philippines, Inc.）、栗原理美子（JFE  

TECHNO MANILA,INC.）、小口正樹、（HIS(PHILIPPINES)

（TRAVEL CORP.）、渋谷直人（PHILIPPINE STANDARD 

SHIPMANAGEMENT INC.）、 

 

＊退会法人会員（1件） 

HI-Eisal Pharmaceutical,Inc. （クワヤマ アツシ） 

 

＊退会個人会員（7件） 

樋口光夫（Higuchi Hair Salon）、平口和弥（KANNETSU SE 

ASIA CO.,LTD.）、神宮直之（Ｈ.Ｒ.Ｄ.(S)Pte.,Ltd.）、櫻井貴郎

（Marubun/Arrow(Philis) Inc.）、田中優子（JICA）、谷村佳成（IK 

PLASTIC COMPOUND PHILS. INC.）、山田哲也 （JICA） 

 

以上の入退会承認後の会員数は、法人会員 388件、個人会員 632 

件、賛助会員 16件 合計 1,036件、世帯数は 2,590 である。 

 

４．2018年度決算案の承認（森山財務理事） 

日本人会SGV会計監査後の 2018年度決算についてクラブ部門が 

収入 20,313,104ペソ、支出 16,379,950ペソ、差引 3,933,154ペ 
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ソの黒字の報告があった。またクラブ部門の予算については、最 

終損益は 3,275,000ペソを見込んでいることが報告された。また 

不確定要因として、診療所を含む当会の BIRにおける非営利団体 

の見直しが現在も行われており、非営利団体として認められない 

場合は法人税の追徴の可能性がありその場合には、大幅な減収と 

なるとの報告があった。理事会はいずれも承認し、本件は日本人 

会定例総会に上程され承認を受けることになった。 

   

５．2018年定例会員総会開催について（細谷総務理事） 

2018年定例会員総会は本日 11月 27日（火）に Dusit Thaniに

て開催され、今回の総会では通常議案のみであることが報告され

た。 

 

 

II. 大使館からの報告事項  

桑原公使より以下の報告があった。 

①秋の外国人叙勲が 11月 3日に発表され、フィリピンでは、平

成 10年に比日経済委員会委員長に就任したことのあるフエリシ

ア―ノ・L・トレス氏に旭日中綬章が、日系二世で日系人の教育

環境の整備や地位向上に貢献したアントニナ・B・オオシタ・エ

スコビリヤ氏に旭日小綬章がそれぞれ授与されることになった。 

②11月 15日、シンガポールでの SEAN 関連首脳会議の機会に、

安倍総理はドウテルテ大統領と会談した。会議においては、マニ

ラ首都圏の南北通勤鉄道を延伸する計画や、災害対策でパッシン

グ・マリキナ川改修に円借款を供与する方針であることについて

も総理から発言があった。 

③11月 21日、比日経済協力インフラ合同委員会が開催された。



 －４－ 

その機会に、和泉総理補佐官及び比側経済閣僚立ち会いのもと、

羽田大使とロクシン外務大臣は、前述の 2件の円借款の交換公文

に署名した。 

④ドウテルテ大統領も出席して行われる日本の円借款による新ボ

ホール空港の開港式典が本日の午後の遅い時間に開催されること

になり、同式典に出席する羽田大使は本日の日本人会総会に出席

することが困難となったため、日本人会総会の挨拶は次席が行う

ことにつきご理解いただきたい。 

⑤12月 12日にマニラにおける天皇誕生祝賀レセプションを開催

予定。 

⑥在ダバオ領事館は 1月に開設予定だが、開館記念行事は諸般の

事情により 2月に行う方向で調整を行っている。 

⑦2019年度派遣 JETプログラム（外国語指導助手）と J-POPア

ニメシンギングコンテストの募集を行っている。締め切りは来年

1月であり、詳細は日本大使館のフェイスブックやホームページ

に掲載している。関心のあるフィリピン人の方には応募いただき

たい。 

 

河内参事官からの報告 

①現在、メルマガ・大使館 HP等で、大使館領事窓口サービス改

善・向上のためのアンケートをお願いしているところ、皆様のご

協力に感謝。アンケートは今月 30日まで受け付けている。 

②睡眠薬強盗の邦人被害が頻発している。また、クリスマス・年

末が近づいていると、ひったくり・スリ・置き引きの犯罪が増え

る傾向にある。引き続き充分ご注意願いたい。 
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III.報告事項 

１．広報委員会（中川委員長） 

10月 26日にボランテイア編集委員慰労のランチミーテイングが

開催され、11月、12月号掲載の大使インタビュー記事の編集が

完成した。1月、2月号掲載の大使と会長の新年挨拶の執筆依頼

を行ったとの報告があった。また編集委員から予てより提案のあ

った Web化した「まぶはい誌」の認知度が低いので紙媒体の復活

の話が改めて出たので後日、広報委員会理事代表と編集委員で話

し合いの場を持った。その内容について以下の報告があった。 

今後の「まぶはい誌」の Web読者層を増やすためにキャンペーン

実施を行う。具体的には大使インタビュー掲載の 11月、12月号

の印刷版を特別に作成、「まぶはい誌」は Web化したことのお知

らせと、それにアクセスするためのメールアドレス登録を促すチ

ラシを同封して会員に送付する。Web化に刷新したので、すぐに

紙媒体にもどすのではなく一定期間、6ヶ月位アクセス数と Web

の滞在時間の変化を見ながら紙媒体に戻すのか、その他に何か別

な方法はないのか検討することにした。11月、12月号の特別版

配布の費用については今年度の予算内で実施する。 

 

３．教育員会（清水委員長） 

①マニラ日本人学校創立 50周年の記念式典と祝賀会が 11月 29

日開催される。 

②記念行事の一環として 11月 20日 PTA主催平井元喜氏ピアノ

演奏会が開催された。 

③記念行事として高名な彫刻家でもある美術の川畑先生作成の記

念レリーフの除幕式が 11月 26日に行われた。その様子は記念式

典でのビデオでも見ることができる。 



 －６－ 

④その他として、マミーインターナショナルと来年の運動会の時

期について報告があった。 

 

4．スポーツ委員会（位田委員長） 

スポーツフィエスタは去る 11 月 18 日に MJS グラウンドにて開

催され、滞りなく全てのイベントは終了した。協力頂いた理事の

皆様、スポーツ委員にたいしてお礼が述べられた。来年にむけて

反省会を開き、より良い大会にしていきたい。 

 

４．ライブラリー委員会（鈴木委員長） 

11月 10日にボランテイア委員の 1年間の活動に感謝するため外

部レストランでの外食会議を開催した。 

 

５．日比友好文化委員会（上杉委員長） 

国際交流基金マニラ日本文化センター主催の 2019 年日本語スピ

ーチコンテストが来年 2 月 23 日（土）に開催される、また同日

に高校対抗日本語クイズビーも開催される。 

両行事の開催に際し、入賞者及び入賞校への賞品の提供をお願い

したいとの依頼があった。 

前回の理事会でも報告した、マニラからの応募者も増やすための

チラシも用意した。11 月 30 日から上演される著名な劇作家、平

田オリザ氏の「マニラノート」についての案内があった。 

 

以上 終了 12時 50分 

次回理事会 12月 18（火）  12時～日本人会 22階 A会議室  


